
防コミの歩き方
北区は昭和４８年８月に兵庫区から分離し

てできた区で、本区と有馬・有野・山田・道
場・八多・大沢・長尾・淡河の各町からなっ
ています。面積は神戸市の約４４％を占め、
垂水区以外の各区および芦屋市、西宮市、
宝塚市、三田市、三木市と境界を接してい
ます。
北区の特色は、緑が非常に多く自然環境

に恵まれていることです。帝釈・丹生山のふ

もとに広がる農村地域には、農村歌舞伎や
茅葺家屋など古い歴史を持つ文化財や、緑
豊かな自然が多く残されています。六甲の山
並みや渓谷も大変美しく、その山並みに抱
かれた有馬温泉は、日本最古の温泉のひと
つとされており、豊臣秀吉ゆかりの温泉とし
ても全国的に有名で、「金の湯」「銀の湯」
「有馬の工房」「太閤の湯殿館」などの施設
が整備されています。さらに、「森林植物園」
「神戸青少年公園」「しあわせの村」「フルー

ツ・フラワーパーク」「北神戸田園スポーツ公
園」などの施設に加えて、神戸市内で最初
となる「道の駅・淡河」、芸術文化活動や地
域活動の拠点施設「神戸セミナーハウス」な
ど、人と緑のふれあいの場・都市と農村の
交流の場作りが進められています。
こんな北区を、１３７０人の消防団員が、

「自らの地域は自らで守る」という郷土愛護の
精神にもとづき、区民の負託に応えられるよ
う知識と技術の向上に努めています。

（北消防団長　祢木和明）

北消防団からの発信 ～わがまち「きた」～ 須磨区大黒地区「がっこうにとまろう」宿泊型防災訓練
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須磨区大黒地区では毎年、地域の小中
学生と高齢者が連携した訓練を実施していま
す。これは、昼間に地域にいるのは子どもた
ちと高齢者がほとんどだからです。今年は、
災害時に避難所となる「だいち小学校」での
宿泊体験を中心とした総合訓練を、8月1日
と2日におこないました。訓練には、だいち小
学校、太田中学校、神戸女子大学、看護
師、消防音楽隊、消防団、警察署、消防
署など、多くの関係機関から約100人のス
タッフの協力を得ることができ、参加者は約
160人を数えました。学校には、小学生約
70人が宿泊しました。
●プログラム
開会式の後さっそく、防災福祉コミュニ

ティの指導のもと、小中学生が防災訓練を
おこないました。メニューは「簡易担架の組
み立て」「小型動力ポンプの取り扱いと放
水」「バケツリレー」。その間、老・婦人会や
保護者、神戸女子大学の協力で、炊き出
し訓練もおこなわれました。夕方には、太田
中学校の吹奏楽部員と消防音楽隊の演奏
に聴き入ったあと、お楽しみの炊き出しカ
レーライスに舌つづみを打ちました。そして、

スイカ割りや神戸女子大学の学生による防
災ゲームで楽しんだ後は、防火戸が閉めら
れた真っ暗な校舎内を、消防職員の説明を
聞きながら探検し、午後10時に就寝となり
ました。
翌朝は6時30分に起床、朝食前に、ラ

ジオ体操と、植栽へバケツリレーで水まきを
おこないました。午前9時からは、プラス・
アーツの指導のもと、新聞紙による非常用
資器材や食器作りを体験し、すべてのメ
ニューを終了しました。
●訓練を振り返って
今回の防災訓練は、防災福祉コミュニ

ティ関係者の「震災体験を風化させたくない」
「子ども、高齢者、消防団など、地域住民
が一体となった防災活動を」との強い想いで
おこなわれました。宿泊体験を中心としたメ
ニューを通して、楽しみながら防災について
考える機会を持つことができ、地域の住民
同士が交流を深められたのではないでしょう
か。また、地元の関係機関・団体の協力を
得たことで一体感が生まれ、災害時の互い
の協力体制を築けたものと確信しています。

（須磨消防署　甲斐康之）

夏期訓練・淡河支団

辞令交付式・山田支団

危険物安全週間訓練・道場支団
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